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2017年 11月吉日 

各位 

日本保険・年金リスク学会 

研修会担当理事 大塚・河野・滝澤・田中・吉田 

 

JARIP 研修会のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

日本保険・年金リスク学会（JARIP）の研修会を下記のとおり開催しますので、各位の積極的なご

参加をお願い申し上げます。 

敬具 

記 

１． 研修会の概要 

日時：2017年 12月 22日（金曜日） 開始：14:00、 終了：17:00 

場所：東京海上日動ビル新館 15 階中会議室（東京都千代田区丸の内１－２－１、地図は次頁） 

講師：岩沢 宏和 氏 

  （講師略歴は次頁） 

講演題目：「プレディクティブ・モデリングとは何か？」 

 

講演概要：  

データ・サイエンスの取り入れに積極的な海外のアクチュアリー会では、アクチュアリー

が学ぶべきものとして「プレディクティブ・モデリング」を掲げている。それがどういうも

のであるかを紹介・解説する。また、わが国のアクチュアリーはそれをどう取り入れるべき

なのか、そのためには産学でどのような取り組みをすべきなのか等について、参加者ととも

に議論したい。 

（日本アクチュアリー会会員向けに 2017 年 9 月 21 日に行ったデータ・サイエンス集中セミナ

ーで話した内容を中心にしつつも、より幅広い参加者と有益な議論がしやすいように改変し

た講演内容となります。） 

 

２．参加費 会員・学生会員；無料、 非会員；5,000 円 

     （法人会員は、３名までは無料、それ以上は 1 人当り 5,000 円） 

研修会当日、会場受付にてお支払い下さい。 

 

３．参加申し込み 

  期日:2017年12月19日(火)  

  学会サイトの【専用申込フォーム】より申し込みください。

https://fs222.formasp.jp/c442/form5/ 

 申込者数が定員９０名に達した場合は、その時点で締め切ります。 

 今回は参加者多数が想定され、参加申込を会員優先とするため、次の方式とします。 

 会員(含.法人会員の３人目まで)の参加申込は、本案内文発信後、即時受付開始します。 

 非会員(含.法人会員の４人目以降)の参加申込は、12月4日から受付開始します。 

このため、仮に12月3日以前に定員に達した場合、非会員の方は申込できません。 
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４．講師略歴 

1990 年 3 月、東京大学工学部計数工学科卒業。同年 4 月に三菱信託銀行（現三菱 UFJ

信託銀行）入社。企業年金に係る数理、企画、営業の業務に携わったのち、1998 年 9 月

退社。現在、個人事業（考房いわひろ）として、執筆、翻訳、各種講師、パズル玩具設

計に従事している。2007 年 3 月に東京都立大学（現首都大学東京）大学院人文科学研究

科博士課程単位取得退学。 

保険数理教育に関しては、2004 年以降、日本アクチュアリー会、損害保険事業総合研

究所をはじめとする多数の団体にて講師を務め、現在は大学の非常勤講師（2016 年から

東京大学、2018年から早稲田大学（予定））も務めている。 

日本アクチュアリー会正会員。日本保険・年金リスク学会評議員・理事。米 NPO 法人

International Puzzle Collectors Associationアジア地区プレジデント。 

著訳書は多数あり、そのうちで保険数理を主題とした著書には『リスク・セオリーの

基礎』（培風館、2010年）、『損害保険数理』（日本評論社、2015年、共著）がある。 

以 上 
 

 [会場地図] 東京海上日動ビル新館 15階中会議室（東京都千代田区丸の内１－２－１） 

 

工事中 


